
令和８年７月11日（土）
羽生てんのうさま夏祭り

　
羽
生
市
自
治
会
連
合
会
会
長
の
加
藤
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
自
治
会
連
合
会
並
び
に
各
地
区
で
の
自
治
会
活
動
に
ご
支
援

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

近
年
、
私
達
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
自
治

会
の
在
り
方
も
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
に
よ
り
、
自
治
会
へ
の
加
入
率
の
低

下
や
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
、
ご
み
収
集
等
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
一
方
で
、
防
災
・
防
犯
・
見
守
り
活
動
と
い
っ
た
自
治
会
が
果
た
す
役

割
は
、
益
々
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
従
来
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
柔
軟

な
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
若
い
世
代
・
働

く
世
代
が
参
加
し
や
す
い
活
動
が
で
き
る
よ
う
工
夫

を
重
ね
、
少
し
で
も
と
も
に
助
け
合
え
る
地
域
社
会

を
目
指
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
皆
様
と
と
も
に
安
心
・
安
全
で
住
み
続
け

ら
れ
る
羽
生
市
を
つ
く
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

羽
生
市
自
治
会
連
合
会
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羽
生
市
自
治
会
連
合
会
の
皆
様
に
は
、
日

頃
か
ら
市
政
の
様
々
な
分
野
に
お
い
て
、
多

大
な
る
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
近
年
、
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
、
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
に
よ
り
、
地
域
の
つ

な
が
り
は
薄
れ
つ
つ
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
変
化
の
中
、
災
害
時
の
支
援

体
制
や
子
ど
も
た
ち
、
高
齢
者
の
見
守
り
な

ど
、
地
域
で
助
け
合
い
が
求
め
ら
れ
る
場
面

で
自
治
会
が
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
自
治
会
の

活
動
は
、
防
災
訓
練
や
清
掃
、
見
守
り
活
動

等
を
通
じ
て
、地
域
の
絆
を
育
む
と
と
も
に
、

暮
ら
し
の
中
で
の
安
心
を
支
え
る
た
め
に
欠

か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
発
展
に
向
け
た
取
り
組
み
を
継
続
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
自
治
会
長
を
は
じ
め
と

す
る
地
域
の
皆
様
の
ご
尽
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
結
び
に
、
羽
生
市
自
治
会
連
合
会
の
ご
発

展
を
祈
念
申
し
上
げ
、挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
令
和
８
年
５
月
28
日
に
第
14
回
羽
生
市
自

治
会
連
合
会
定
期
総
会
が
羽
生
市
産
業
文
化

ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
、
左
記
の
議
案
が
承

認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

①
令
和
７
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

②
令
和
７
年
度
収
支
決
算
に
つ
い
て

③
令
和
８
年
度
事
業
計
画（
案
）に
つ
い
て

④
令
和
８
年
度
収
支
予
算（
案
）に
つ
い
て

⑤
役
員
承
認（
案
）に
つ
い
て

　

充
実
し
た
信
頼
さ
れ
る
自
治
会
運
営（
住

民
自
治
）を
構
築
す
る
た
め
、
今
後
も
よ
り

各
自
治
会
と
の
情
報
共
有
を
深
め
、
誰
も
が

安
全
に
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
地
域
社
会

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
令
和
８
年
５
月
28
日
に
今
回
任
期
を
終
え

て
退
任
さ
れ
た
自
治
会
長
12
名
に
対
し
、
河

田
羽
生
市
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
市
長
よ
り
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、

退
任
自
治
会
長
を
代
表
し
て
小
島
久
佳
様

（
神
戸
）が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

〈
退
任
自
治
会
長（
敬
称
略
）〉

新　
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田　
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司
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と
も
に
支
え
合
う

ま
ち
づ
く
り
へ

羽
生
市
長

斎
藤
万
紀
子

第
14
回　
定
期
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

感
謝
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
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東
）

副　
会　
長
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塚　
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）
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）
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長
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長
谷
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東
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）
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谷
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北
）
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郷
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井
泉
）
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戸
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司（
手
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林
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三
田
ヶ
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）
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夘
之
木　
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美（
村
君
）

委　
員　
長
桑　
子　
安　
司（
北
）

副
委
員
長
小　
林　
弘　
義（
須
影
）

委　
　
　
員
島　
田　
和　
晴（
中
央
）

　
　
〃　
　

冨　
永　
順　
一（
東
）

　
　
〃　
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西
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東
大
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長
谷
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行
◎

総
務
委
員
会

令
和
８
年
度
自
治
会
連
合
会
役
員

（　
）
内
は
支
部
名

自
治
連
だ
よ
り
編
集
委
員
会

自
主
防
災
推
進
委
員
会

令
和
８
年
度
自
治
会
長　
72
名

（
◎
は
支
部
長
）
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自
治
会
連
合
会
で
は
、
３
つ
の
委
員

会
を
設
置
し
、
自
治
会
を
取
り
巻
く
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
の
解
決
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

【
総
務
委
員
会
】

　
自
治
会
活
動
の
活
性
化
お
よ
び
円
滑

化
を
図
る
た
め
、
自
治
会
活
動
に
お
け

る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
作
成
、
自
治
会
活
動

に
お
け
る
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
化
）、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
の
活
用
に
つ
い
て
自
治
会
長
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
自
治
会
連
合
会
視
察
研
修
会
を

企
画
し
、
渋
沢
栄
一
記
念
館
な
ど
を
視

察
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
自
治
会
が
抱
え
る
諸
問
題

の
検
討
や
自
治
会
加
入
率
向
上
に
向
け

て
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
自
主
防
災
推
進
委
員
会
】

　

地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、

昨
年
度
は
自
主
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講

座
に
て
気
象
防
災
情
報
の
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害
時
の
初
動

対
応
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
会
を
実
施

し
、
避
難
所
開
設
訓
練
と
し
て
、
バ
ス

で
の
避
難
訓
練
を
計
画
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
、
地
域
防
災
力
の
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
い
、
自
主
防
災

組
織
に
よ
る
防
災
訓
練
及
び
防
災
知
識

普
及
に
つ
い
て
も
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

【
自
治
連
だ
よ
り
編
集
委
員
会
】

　
自
治
会
連
合
会
の
活
動
周
知
の
た
め
、

昨
年
度
は
自
治
会
連
合
会
だ
よ
り
第
24

号
・
第
25
号
を
作
成
し
、
全
戸
配
布
し

ま
し
た
。

　
今
年
度
も
自
治
会
連
合
会
だ
よ
り
の

作
成
と
配
布
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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令和８年度　自治会連合会年間行事予定
開催予定日 行　　事　　予　　定
４月14日
５月12日

28日
６月 ９日

16日
７月14日
８月 ４日
９月 １日

 ７日
10月13日
11月10日
12月 ８日
１月12日

予定
２月 ９日

15日
３月 ８日

理事会
理事会
第14回定期総会
理事会
新任自治会長研修会
理事会
理事会・懇親会
自治連だより発行（第26号）
理事会
理事会
理事会
理事会
理事会
新春懇親会
理事会
自治連だより発行（第27号）
理事会

羽生市自治会連合会だより （4）令和８年９月１日　第26号

有料広告大募集　　　羽生市自治会連合会だよりで、あなたのお店や会社をPRしませんか！



●第19回　村君あおぞら市場 in 永明寺
村君支部　大字名地区自治会長　渋井　俊彦

　５月10日（日）、村君永明寺にて「村君あおぞら市場 in 永明寺」が、午前９時から午後２時ま
で開催されました。主催は村君商工会で、地元の各委員会や同好会の皆様、協賛企業様、そし
て永明寺様のご協力のもと、実施されました。
　当日は朝から気持ちの良い五月晴れに恵まれ、会場には揚げもち、焼き鳥、かき氷、カレー
など、多彩な飲食店が軒を連ねました。来場者の皆様は、購入した品を味わい楽しみながら、
午前10時からのステージイベントの開演を心待ちにしていました。アナウンスと共に大きな拍
手で開演です。①羽生太鼓みやびによる迫力ある演奏　②プアレファによる優雅なフラダンス
③バージービートバンドによる生演奏、各大きな拍手で閉演し、観客の皆様は時間を忘れて楽
しんでいらっしゃいました。
　また、村君長寿うどんの即売コーナーでは予約が殺到し、「１時間待ち！」となるほどの人気
ぶりで、スタッフはひたすらうどんを打ち続け、大盛況。さらに、玉ねぎの袋詰めコーナーでは、
多くの方が「何個入るかな？」と楽しみながら、新鮮で格安の玉ねぎをお買い求めになり、大変
にぎわいました。
　多くの皆様にとって、「村君あおぞら市場 in 永明寺」は笑顔あふれるひとときとなり、地域交
流も深まり会場は大変盛況となりました。次回の開催も皆様方のお越しを、心よりお待ちして
おります。

羽生市自治会連合会だより（5） 第26号　令和８年９月１日 羽生市自治会連合会だより
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●須影八幡神社「春祭り」（オシッ様）
須影支部　須影一区自治会長　髙鳥　　悟

　須影八幡神社では、毎年４月第２日曜日に「春祭り」（オシッ様）を行なっています。
　今年は４月12日(日)の午前８時から小松宮司による「祈願祭」の後、氏子の皆さんの健康祈願
と厄払いを目的として、小林直哉氏子総代長をはじめ、氏子総代５人・社人10人・自治会役員・
祈願祭招待者・子供会有志の方々等総勢約30名により「獅子巡行」（オシッ様）を行いました。
　氏子総代長の持つ祓い棒を先頭に→天狗の面（猿田彦命）→獅子頭→太鼓→賽銭箱の順に分担
して祭具を持ち、須影地区内全行程約11㎞を３時間半掛けて練り歩きます。
　道中では、お獅子にパクパク噛んで貰うと、噛みつく⇒神がつくとされ、無病息災・学力向
上の神事とされる事から、通りに出てきた氏子や子供達をパクパクし、お菓子をプレゼントし
ながら進んで行きます。
　須影八幡神社のオシッ様は、地元に密着した神事として江戸時代から続く行事です。これか
らも歴史ある祭りを皆で守っていきたいと思っています。

羽生市自治会連合会だより （6）令和８年９月１日　第26号
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●川俣小運営協議会に参加して
川俣支部　小須賀自治会長　楢原　一弘

　川俣小学校は明治19年に開校された歴史と伝統ある学校です。江戸時代から地区の平安を祈
りながら家々を回った、まわり地蔵が260年以上も続いている伝統ある地域です。現在、学校
運営協議会は11名で構成され自治会から２名ほど参加し年間５回程実施されています。目指す
ビジョン実現の為に授業参観、体験活動への参加等、地域住民と学校とで共同で運営しています。
主な実践活動としましては、むじなもん学寮の企画運営、ふれあい祭りの企画、消防学習、昔
遊び体験（めんこ、けん玉、竹馬）食育体験（餅つき、焼き芋、おにぎり作り）等があり、学校応
援団並びにPTA、おやじの会、なでしこの会の皆さんと一緒に協力しました。また、授業参観
では小規模校ならではの、きめ細かな指導、デジタルとアナログの融和教育学習を拝見しました。
　令和11年度から羽生北小学校と再編されますが、児童数の減少によりクラス替えが難しく人
間関係の固定化と施設の老朽化等の問題なのかもしれません。川俣小の家庭及び地域の絆を生
かした特色のある学校教育活動は存続して頂きたいものです。
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●「大天白藤まつり」イベントを開催
羽生北支部　大和町自治会長　桑子　安司

　４月19日から５月５日までの17日間にわたり、「大天白藤まつり」を開催いたしました。近年、
藤の開花時期が早まり、本年も４月20日ごろには多くの藤棚が満開となり、沢山の来場者の皆
さんから、予想を超えて咲き垂れる優美な花房に絶賛をいただきました。
　優しく上品な藤の花の香る中、４月25日、26日の２日間にわたり開催されたイベントでは、
安産子育ての神社にちなんでの子供たちが参加したキッズダンス、おはやし、よさこい、太鼓、
奉納剣道などが披露されました。また、自治会役員による射的や輪投げ、ポップコーンや綿あ
め（すべて無料提供）の「子ども縁日」会場は、沢山の子供たちでにぎわいました。
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